


食品・居住・福祉の3つの分野で複合的な教育資源
を有する生活科学部の学生が、生活者のQOL（生
活の質）を高めるため、地域ニーズの把握を行い、
地域とのパートナーシップのもと問題解決にあた
る体験型実践的演習を、継続的に実施しています。
甘夏、ウメ、桃、イチゴ、ブラックベリー、柿、栗、温州
みかんの収穫、こんにゃく、ニンニク、サツマイモの
植付け、自然農法による酒米づくり、田植えなどの
援農活動を通じて、地域に密着し、地域の活性化を
目指しています。
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